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＜要約＞　来る2006年12月2日(土)-3日(日)、日本評価学会第7回全国大会が広島大学にて開催されます。他の方をお誘い合わせの上、おいでいただければ幸いです。
　さて、本稿では、発表原稿の書き方についてご説明します。
＜キーワード＞　書式、ページ数、原稿作成上の注意、原稿締切、送付方法
１．原稿の書式
原則としてワードプロセッサーを使用、用紙はA4版を使用してください。本文は40字詰め、1ページ45行、11ポイントのMS明朝文字を標準とします。題目、見出しはMSゴシック文字を使用してください。また、題目については18ポイント（太字）、見出しは11ポイント（太字）にしてください。マージンとして、上端30mm、下端25mm、左右25mmの空白部分を確保してください。なお、原稿の各ページの右下に鉛筆でページ数を記入するようにしてください。見出し番号は次のようにつけてください。
1.

1.1

1.1.1
２．ページ数
個人研究、共同研究ともに4ページ（図表含む）を基準とします。ページ数の超過は、最大4ページ（合計8ページ）まで認めます。ただし総ページ数は必ず偶数になるようにしてください。1ページや3ページの超過は認めません。
３．原稿作成上の注意
原稿はこの原稿見本に従い、次の要領で写真製版用の原稿として2部準備してください。
(1) 書き出し
1ページ目：

第1、2行
発表題目（和文、英文）（題目(和文)のサイズは18ポイント）

第3、4行
氏名（和文、英文）（共同研究の場合、口頭発表者の氏名の先頭に○）

第5、6行
所属（和文、英文）

第7行から
要約（200字程度）（和文）

キーワード（5語以内）
以後本文になります。2ページ目以降は第1行目から本文を書いてください。すべて英文とする場合には、和文は必要ありません。
連名発表者で所属が異なる場合は* や ** などの記号で対応を明確にしてください。
書ききれない場合は、7行目以降を適宜繰り下げて使用してください。
(2) 連絡先
第1ページ下段に区切り線を引き、代表者連絡先を書いてください。
(3) 図表
本文中に挿入または糊付けしてください。図表のフォントにはあまり小さなフォントを使用しないようにしてください。
(4) 文献・謝辞等
論文末尾とします。
４．原稿締切
自由論題：2006年10月15日（日）必着（予定）
締切厳守でお願いいたします。
締切を過ぎた場合には、原稿を掲載することはできません。
５．送付方法
原稿はハードコピーを2部用意し、可能な限り折らずにそのまま大型の封筒にいれて下記宛先までお送りください。原稿がしわになるのを防ぐため、できれば厚紙等をそえるかクリアファイルに入れてください。封筒には朱書きで、「大会原稿在中」とお書きください。なお、原稿はお返しいたしませんのでその旨ご了承ください。
【原稿送付先】
〒140-0002 東京都品川区東品川四丁目12番6号 日立ソフトタワーＢ　22階
 (財)国際開発センター内
日本評価学会第7回全国大会
プログラム委員会委員長　牟田　博光　行
以上
40字詰め、1ページ45行、11ポイント(標準)
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